モデルS51に使用する乱数データ（ホワイトノイズ）[ファイル名：s51rand.csv]
(i) 乱数データの概要

乱数位相に基づく波形から加速度フーリエスペクトルを計算し、Boore(1983)によるω-2スペクトルと最も良くフィットするものを選択した。図１～図2は浅川(ASK)と越中島(ECJ)の地震基盤でのスペクトル（本文(16)式のF(ω)）と、乱数位相に基づく波形から求めたスペクトルを比較した結果である。図中の赤線は本文(16)式のF(ω)を、青線は乱数位相に基づく波形のスペクトルであり、添付ファイルs51rand.csvは青線のスペクトルの元データである。

(ii) スペクトルの計算方法

　設定したパラメータは次のとおりである。なお、地震基盤でのスペクトルの評価に際しては、震源と地震基盤(Vs=3.2km/s、ρ=2.65t/m3)のインピーダンスを考慮した。
Mo
： 8.0×1018 Nm（=8.0×1025 dyn cm）
fc
： 0.15 Hz

fmax
： 13.5Hz (n=4.2)
FS
： 1.0

PRTITN
： 1.0
ρ(震源)
： 2.7t/m3
Vs(震源)
： 3.53km/s

放射特性
： 
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R

=1.0
Q値
：2000f

ρ(伝播)
： 2.65t/m3
Vs(伝播)
： 3.2km/s

データ数
： 8192（時刻0を含む）

　

乱数位相から求めた波形のスペクトル（青線）は、以下のように求めている。

a. 乱数データに(22)式の経時関数を乗じる

b. a.の波形をフーリエ変換し、理論値のF(ω)を乗じる

c. 対象となる振動数の区間（この場合、0.0122～50 Hz）において、b.の振幅スペクトルと理論値の振幅スペクトルが同じになるように、b.の振幅スペクトルの振幅補正を行う

d. ターゲットスペクトル区間（0～20 Hz）において、c.の振幅スペクトルと理論値の振幅スペクトルのfittingを調べる（振幅値差の２乗和平均など）

e. a.～d.の作業を繰り返し行い、その中で最もよくターゲットスペクトルにフィットするものを選択した。
(iii) データのフォーマット
1列目：時刻

2列目：浅川(ASK)のSH波形

3列目：浅川(ASK)のSV波形

4列目：越中島(ECJ)のSH波形

5列目：越中島(ECJ)のSV波形

(iv) その他

　FS、PRTITN、放射係数は1.0としている。ベンチマーク参加者は本文中に示した振動数依存の放射係数をSHとSV波について考慮し、地震基盤へ斜め入射させることにより各地点の地表の加速度波形を出力することとする。
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図1　地震基盤スペクトルと乱数位相から求めた波形のスペクトルの比較：浅川(ASK)
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図2　地震基盤スペクトルと乱数位相から求めた波形のスペクトルの比較：越中島(ECJ)
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